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ドイツ文化革命 
 

"私たちは、確信犯的な政治的嘘とその報道による拡散に対する法的闘争

を要求する" 
 

ドイツの報道機関の創設を可能にするために、私たちは次のことを要求す

る： 
 

* ドイツ語で発行される新聞の編集者およびスタッフはすべて、フォルク

スゲノーセンでなければならない。 
 

* ドイツ語以外の新聞を発行するには国の許可が必要。ドイツ語で印刷す

ることはできない。 
 

* 非ドイツ人によるドイツの新聞社への財政参加や影響力を法律で禁止
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し、違反に対する罰として、そのような新聞社の閉鎖と、それに関与した

非ドイツ人の帝国からの即時追放を要求する。 
 

公益を侵害する新聞は禁止する。われわれは、大衆生活に腐食的な影響を

及ぼす芸術的・文学的傾向に対する法的闘争と、上記の要求に反するイベ

ントの閉鎖を要求する。" 
 

わが民族の自由で自然な生存とより高い発展のための前提条件である4つ

の自由のうち、最後の、しかし決して重要でないものは、国民文化の自由

である。外国からの影響や嘘によって文化が破壊され、ドイツ人がもはや

ドイツ的な思考や感覚を持つことができないのであれば、国民経済、司法

行政、国民防衛の自由のために戦ったところで、何の意味があろうか。 
 

NSDAPがその担い手であるドイツ文化革命が運動するのは、このような

国民文化の腐敗に反対し、国際的影響からの自由を求めるためである。ド

イツ文化革命は、闘争の時期にすでに健全な人民大衆に語りかけ、退廃の

病の徴候とそれに伴うドイツ文化の疎外に対する直接的な抗議を鼓舞す

る。それは、芸術、文学、演劇、音楽だけでなく、混血の伝播、ポルノグ

ラフィーなど、日常生活におけるあらゆる退廃的な潮流に対しても向けら

れる。ドイツ文化革命は、国民文化の精神と魂に対応し、それに資するも

のだけを許容する。ドイツ人をドイツらしさから疎外するものはすべて破

壊し、単調で物質主義的な世界文明を支持して分解しようとする！ 
 

国家社会主義革命後、ドイツ文化革命の闘いは、その種と性質に応じた文

化の自由のために、法的手段によっても継続されている：  

 

それゆえ、NSDAPは党綱領の第23章で、われわれの国民生活に腐食的な

影響を及ぼす芸術と文学の傾向に対する合法的な闘争を呼びかけている！

これは、ドイツ文化革命の目標を明示している：  

 

この要求が満たされるのは、あらゆる腐食的で異質な影響が排除され、ド

イツ文化が再び純粋なドイツの思考と感情を反映し、より高度な発展を促

すときである。 
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現代においてわが国民の国民文化に最も重要な影響を及ぼしているのは、

マスメディアである。したがって、マスメディアはドイツ文化革命とその

権力政治部門である国家社会主義人民国家の厳格な管理下に置かれなけれ

ばならない。この綱領が書かれた当時、マスメディアとは基本的に新聞や

雑誌などの報道メディアであったが、その後、ラジオ、テレビ、その他の

メディアも加わり、第23項の要求は当然これに及ぶ。 
 

反ドイツ文化破壊の道具から、マスメディアはわが民族の文化的再生の道

具にならなければならない。その際、文化は命令されるものではなく、長

く実りある発展のために自由と空間を必要とする。この理由から、党綱領

は、種にふさわしい文化がどのようなものであるべきかについての要求も

控え、その発展を脅かし、危険にさらすあらゆるものと闘うことに限定し

ている。 
 

  第23点では、そのような危険として、一方では、物質主義的なマイナス

世界一般から発せられる「国民生活への腐食的影響」を、他方では、「意

識的で政治的な嘘」を挙げている。このことは、文化の破壊が、一方で

は、ドイツの文化生活が唯物論的な世界文明に従属させられたことによる

意図せざる結果であることを示しているが、他方では、反ドイツ勢力の意

識的な嘘によっても、わが国民は自らの本質から組織的に疎外されている

のである。 
 

そのためNSDAPは、マスメディアからすべての反ドイツ勢力を排除する

ことを要求し、人民にとって異質な要素の協力や財政的参加を通じて、ま

たドイツ語以外のメディアをドイツ語で流通させることによって、いかな

る影響力を及ぼすことも禁じている。  

 

こうすることで、ドイツの文化生活は、その適切な発展を阻むあらゆるも

のから解放され、新たな高尚な文化の開花、ドイツとヨーロッパの民族

的・人種的魂の再生のための前提条件が整うのである！ 
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私利私欲より公共の利益 
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「われわれは、ゲルマン民族の存立を脅かしたり、道徳に反したりしない

限りにおいて、国家におけるすべての宗教的信条の自由を要求する。この

ような党は、特定の宗派に縛られることなく、積極的なキリスト教の立場

を代表するものである。党は、われわれの内外でユダヤ人の唯物論的精神

と闘い、われわれの民族の永続的な回復は、所有よりも先に共同体という

基礎の上に、内面からしかもたらされないと確信している。" 

 

NSDAPの党綱領は第24点で頂点に達し、そこで完結する。綱領の次の最

後の点は、法的要求の完全な達成を可能にするために、国家の権威の強化

を要求しているだけで、根本的なことは何も付け加えていない。しかしな

がら、第24項は、党綱領全体の実際の精神と核心を体現しており、このよ

うに、わが人民の生活のための鉄の基礎、すなわち、わが思想と運動の実

際の基本法を打ち立てている：  

 

この定式化は、この綱領の二番目で最後のものであり、楷書で印刷されて

いるため、特に強調されている。そして、ちょうど利子への束縛の打破

が、人民の社会主義共同体を建設するための決定的な前提条件と方法とし

て、第11項で言及されているように、ここでの第24項では、闘争全体の真

の核心である精神が提示されている！わが党の政治的、経済的、社会的、

文化的、イデオロギー的闘争全体は、この2つの偉大な礎石の間で展開さ

れる-私利私欲に先立つ共通善と利権の束縛の打破-。 

 

24の定式化の冒頭で、NSDAPはすべての宗教的信条の自由を公言してい

るだけでなく、政治的意志の結果としてそれを要求してさえいる。このこ

とは、国家社会党が自らをドイツ国民の宗教改革運動や革命運動とは考え

ていないことを明示している。民族社会主義党は宗教的に寛容であり、神

への道や宗教に対する態度を見出すのは各人民の自由である。特に、党員

に特定の宗教的告白を要求することはない。ドイツ人がドイツ人であるこ

とを自覚し、同胞の共同体のために立ち上がり、そのために働くことを要

求するだけである。しかし、それ以上に、同胞は、同胞に縛られ、同胞に

よって形成された人格として自由に成長することができる。したがって、

このような宗教的不寛容は、党綱領に示され、拘束力をもって規定されて

いる国家社会主義の思想にまったく反するものである。 
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この信教の自由は、わが民族の種の保存と発展のための党の闘争という政

治的な意味が始まるところで限界を見出す：  

 

国家社会主義者（NSDAP）は、国民共同体の存続と適切な発展を最高の

価値とし、国民一人一人の生きる意味とみなしているので、権力政治の観

点から国民共同体を保護し、その発展を確保する国家社会主義国家の存続

を危うくするいかなる宗教的告白も許さない。宗教的な理由からではな

く、政治的な理由から、言い換えれば、政治的な理由から戦うのである：  

 

その宗教的共同体が公認され、自由に姿を現すことを許されるかどうか

は、もっぱらその宗教的共同体自身の手に委ねられている。その宗教的共

同体が闘わされるのは、それ自身が民族的共同体に敵対し、宗教的なメッ

セージの代わりに政治的で反ドイツ的なメッセージを説く場合だけであ

る。宗教的告白の自由の第二の限界は、ゲルマン民族の道徳的感覚であ

り、これを侵してはならない。 
 

この定式化は、「習慣と道徳」の発動が、自由で自然な人々を育てようと

する国家社会主義者の生活態度とは何の共通点もない、あらゆる種類の俗

物や道徳的審問官となろうとする人々に容易に道を開きかねないという点

で、不幸なものである。この危険性は、1933年の最初の国家社会主義革命

後、さまざまな場面で明らかになり、ゲッペルス博士に次のような批判的

発言をさせた：  

 

「自然にそぐわない人々、すでに人生を終えた人々、あるいはまだ人生を

送るに値しない人々が、我々の革命の名の下に道徳を作る......。.この道徳

的裁判官の同人は、純粋に私的な領域にとどまらない。ミュラーとシュル

ツの恋愛を監督する任務を持つ泥棒委員会を町や田舎に設置しようとして

いるのだ。もし彼らの思い通りになるなら、国家社会主義ドイツは、糾

弾、ベッド・スニッフィング、恐喝が日課となる、マックレーキングの荒

れ地と化すだろう。" 

 

このような態度は、もちろん我々の人生観の精神に反するものであり、党

綱領の文面からは正当性を見出すことはできない。  
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明らかに、「ゲルマン民族の道徳と道徳感情」の定式化とは、国家社会主

義フォルクスゲマインシャフトの倫理、すなわち、労働者、闘士、母親、

指導者が、わが民族の生活において、その任務を可能な限り最善の方法で

果たすことを妨げるあらゆるものの侵害を意味する。これはまた、ドイツ

人のドイツ人としての思考やドイツ人としての感情を妨げ、種族にふさわ

しいドイツ文化の構築と発展を脅かし、妨げる、すでに述べた腐食的影響

や意図的な嘘も意味する。宗教団体がそのような方向で、またそのような

目的や効果をもって活動する限り、それらは戦わなければならない。 
 
 

国家社会主義の新しい秩序によって、何世紀にもわたる宗教的狂信主義と

盲目的教条主義は終焉を迎え、 

自由な文化の発展は不可能となり、古代の精神の光の王国とゲルマン人の

祖先の自由な生活秩序は一旦破壊され、宗教的な大量殺人を伴う諺にもあ

る「暗い」中世に取って代わられる！ 
 

信教の自由という比較的マイナーな要求が、党綱領全体の実際の核心であ

る24節で表明されていることは驚きかもしれない。しかし、本文の残りの

部分を見ると、信教の自由への序章的なコミットメントが、党の基本的な

宗教的立場へのコミットメントにつながっていることがわかる： 
 

  例えば、唯物論的なマルクス主義とは異なり、観念論的な国家社会主義

は、人民と人民の同志の生活において、より高い価値を認める態度にコ

ミットしている。しかし、そのような崇高な価値は、人類の歴史の中で、

常に宗教的な神話やメッセージによって表現され、一般の人々にも理解で

きるようにされてきた。したがって、宗教的告白の自由を求める党の要求

の背後には、単なる無関心な寛容ではなく、EVERY宗教が説くような、

人生に対する理想主義的態度を熱烈に承認することがある。 
 

このような態度は、綱領がその後に、国家社会党は積極的なキリスト教を

公言しているが、特定の信条に拘束されることはない、と述べていること

からもよくわかる。もちろん、これはまず第一に、ドイツ国民がその歴史



7 

においてキリスト教によって深く形成されてきたこと、そのような歴

史は単純に消し去ることはできないこと、そして国家社会主義はドイ

ツ国民に宗教闘争や新たな亀裂を引き起こしたくないという認識か

ら、きわめて実際的に結論を導き出すことである。その代わり、党は

この歴史を認め、多くの国民のキリスト教信条を尊重する：  
 

キリスト教は、ドイツの過去と現在における主要な告白である。それ

ゆえ、私たちの国民生活の他のすべての流れと同様に、そしてその重

要性ゆえに、他の多くの流れ以上に、キリスト教は私たちの民族の種

の保存と発展のために位置づけられなければならない！- キリスト教

は、わが民族の種の保存と発展のために役立てられなければならな

い。そのようなキリスト教は、それが含み説く理想を、わが民族の生

存とより高い発展のために役立てるものであり、積極的なキリスト教

である。そのような積極的キリスト教の立場は、党によってそのよう

に代表されている。  
 

もちろん、これはすべての党員を束縛するものではない。党員は一人

の人間として、他のいかなる告白も受け入れ、ドイツ国民の宗教改革

のために働くことができる： 
 

  党は、何よりもまずドイツ人でありたいと願うすべてのドイツ人に家

を提供する！ 
 

民族の生活を促進し、豊かにする崇高な価値を信じ、それを承認する

ことが、宗教問題に対するNSDAPの態度を決定する。NSDAPは、私た

ちを取り囲んでいる物質主義的な世界文明や、しばしば圧倒的に見え

るマイナス世界に対する防波堤となっている。NSDAPは、この忍び寄

る人民の死と闘っている。その原因を、ユダヤ人の物質主義的精神に

求めている。党はこれに価値観の理想主義で対抗し、わが民族の回復

と内部からの再生を可能にする。  
 

そしてまた、積極的なキリスト教は、私たちの民族のキリスト教の伝

統に対応する、物質主義的な非精神に対抗する、この価値観の理想主

義の法衣である：  
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キリスト教は隣人愛のメッセージを説いている。この態度は、マイナ

ス世界を克服し、人間にふさわしい新秩序を可能にする秩序を現実に

する：  

 

私利私欲の前に共通善！ 
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